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む
か
し
、
北
国
に
図
書
頭
な
る
男
あ
り
け
り
。
新
春
に
一
首
奉
れ
と
い
は
れ
け
る
に
、
何
を
か

思
ひ
た
る
、
い
た
く
酔
ひ
て
、
図
書
寮
の
文
に
鳥
に
書
き
た
る
を
愛
で
て
よ
み
け
り
。 

鳴
か
ぬ
な
ら 

鳴
か
し
て
み
し
ょ
う 

リ
ポ
ジ
ト
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今
日
は
何
処
ま
で 

行
っ
た
や
ら 

新
田
孝
彦
（
委
員
長
／
北
海
道
大
学
） 

学
舎
よ
り
 
市
井
に
染
み
い
れ
 
O
p
e
n
A
・
I
R
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
お
ー
ぷ
ん
え
あ
ぁ
）
 

井
上
修
（
東
北
大
学
） 
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【 特集1 】2014年の抱負を詠う 
【 特集2 】2014年大予想！ 
【  連載  】今そこにあるオープンアクセス 

図
書
館
の
未
来
、
先
生
と
二
人
三
脚
で
切
り
開
き
た
い
！
（
字
余
り
）
 

鈴
木
雅
子
（
旭
川
医
科
大
学
） 

来
年
は
 
奔
馬
の
ご
と
く
 
駆
け
る
O
A
は
（
字
余
り
）
 

内
島
秀
樹
（
筑
波
大
学
） 

音
痴
に
も
 
３
０
０
０
ド
ル
の
 
カ
ラ
オ
ケ
屋
 
 
 
 

杉
田
茂
樹
（
千
葉
大
学
） 

「
T
e
a
p
o
t
：
紀
要
し
か
入
れ
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
た
」
 

「
な
ん
で
も
い
い
の
？
素
晴
ら
し
い
じ
ゃ
な
い
：
T
e
a
p
o
t
」
 
 
 
 

森
い
づ
み
（お
茶
の
水
女
子
大
学
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甲
斐
重
武
（
広
島
大
学
） 

C
S
I
 
終
わ
っ
て
一
息
 
こ
の
1
年
 

鈴
木
正
紀
（
文
教
大
学
） 

研
究
支
援
も
、
学
修
支
援
も
。 

ガ
ッ
ク
リ
し
て
い
る
場
合
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
逆
に
チ
ャ
ン
ス
！
？ 

と
い
う
こ
と
で
、
２
０
１
４
年
は
新
た
な
展
開
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

2014年の抱負を詠う 
～運営委員より新年のご挨拶～ 



2014年の抱負を詠う ～DRF参加機関より～ 

今年は「2014年の抱負を詠う」と題し，DRF参加機関のリポジトリ担当者の皆様からも川柳を公募しました。 

リ
マ
イ
ン
ド
 
ポ
ジ
に
と
り
ま
し
ょ
 
愛
あ
～
る
 

エ
コ
ぴ
ょ
ん
の
お
じ
さ
ん
 

愛
の
あ
る
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
プ
ロ
ー
チ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
！

【
ろ
】
 
愛
を
も
っ
て
会
い
に
行
け
ば
応
え
て
く
れ
る
は
ず
…

と
願
い
ま
し
ょ
う
。
【
コ
タ
】
 
「
リ
」「
ポ
ジ
」「
ト
リ
」
が
巧
み
に

読
み
込
ま
れ
た
秀
句
で
す
ね
【
結
丸
】
 
ど
ん
ど
ん
行
き
ま

し
ょ
ー
【
潮
呑
】
 

黄
袴
、
紺
袴
、
緑
袴
。
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
の
公
開
、
お
待
ち
し
て
ま

す
。
【
コ
タ
】
 
髪
も
結
い
な
が
ら
養
生
も
し
な
が
ら
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
【
結
丸
】
 
わ
っ
ち
も
応
援
し
ん
す

【
高
尾
太
夫
】
 

理
想
は
 

ぽ
ん
ぽ
ん
 

実
際
は
 

と
つ
と
つ
 

リ
ポ
ジ
ト
リ
（
今
）
 

理
想
は
 

ぽ
ん
ぽ
ん
 

実
際
も
 

と
ん
と
ん
 

リ
ポ
ジ
ト
リ
（
抱
負
）
 

み
ど
り
 

今
年
は
 
ど
ん
ど
ん
、
ど
し
ど
し
 
リ
ポ
ジ
ト
リ
 
と
い
き

た
い
も
の
で
す
。
【
ろ
】
 
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
コ
ン
テ
ン
ツ
数
を
増

や
し
ま
し
ょ
う
！
【
コ
タ
】
 
と
ん
と
ん
く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど

い
い
？
【
結
丸
】
 
力
ん
で
ぽ
し
ゃ
る
な
自
由
が
取
り
柄
【
潮

呑
】
 

博
論
で
 
目
立
つ
と
い
い
な
 
リ
ポ
ジ
ト
リ
 

か
ぐ
や
ひ
め
２
号
 

今
年
も
博
論
公
表
を
通
じ
て
、
多
く
の
若
手
研
究
者
に

O
A
・
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
メ
リ
ッ
ト
を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
【
ろ
】
 
学
内
認
知
度
を
上
げ
る
チ
ャ
ン
ス
！
【
潮
呑
】
 

勝
負
ど
こ
ろ
で
す
ね
。
【
柳
】
 

博
論
を
 
連
れ
て
飛
び
乗
る
 
C
l
o
u
d
へ
 

よ
り
 

軽
々
と
【
潮
呑
】
 
勢
い
の
あ
る
一
句
。
新
年
を
迎
え
て
、
担
当

者
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
【
ろ
】
 
大
空
を
飛
び
回
り

ま
し
ょ
う
！
【
柳
】
 

み
ち
ざ
ね
と
 
別
れ
て
向
か
う
 
ク
ラ
ウ
ド
へ
 

竹
内
茉
莉
子
（
千
葉
大
学
）
 

別
れ
を
経
て
も
前
向
き
に
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
糧
に
更
な

る
高
み
に
上
っ
て
い
く
の
で
す
ね
。
【
ろ
】
 
日
本
の
先
駆
け
。

貴
方
の
後
ろ
に
道
が
開
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
。
【
結
丸
】
 
主
な
し
と
も
春
を
忘
れ
じ
【
潮
呑
】
 

O
A
を
 
応
援
す
る
ぞ
 
リ
ポ
ジ
ト
リ
 T

.
Y
 

い
つ
も
心
に
こ
の
言
葉
を
。
今
年
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
【
ろ
】
 

お
ー
え
ー
と
お
ー
え
ん
が
韻
を
踏
ん
で
る
ん
で
す
よ
ね
で
す

よ
ね
【
結
丸
】
 
す
る
ぞ
す
る
ぞ
【
潮
呑
】
 

こ
と
し
こ
そ
 
悲
願
の
総
覧
 
連
携
へ
 

紅
型
 

積
み
重
な
っ
た
願
い
を
感
じ
ま
す
。
【
コ
タ
】
 
来
年
は
達
成
の

句
を
お
待
ち
し
ま
す
！
【
潮
呑
】
 
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
、

力
強
い
一
句
で
す
。
【
柳
】
 

集
ま
れ
ば
 
新
し
い
こ
と
 
見
え
て
く
る
 

阪
和
線
 

雑
談
で
も
議
論
で
も
、
人
と
話
し
て
い
る
と
湧
い
て
く
る
ア

イ
デ
ィ
ア
っ
て
あ
る
も
の
で
す
。
【
コ
タ
】
 
新
し
い
こ
と
は
わ

く
わ
く
し
ま
す
ね
【
潮
呑
】
 
困
っ
た
と
き
、
挑
戦
し
た
い
と
き
。

み
ん
な
が
い
れ
ば
怖
く
な
い
！
【
柳
】
 

白
袴
 
紺
に
染
め
よ
う
 
今
年
こ
そ
 m

i
n
2
f
l
y
 

リ
ポ
ジ
ト
リ
 
理
想
は
高
く
 
c
l
o
u
d
に
（
雲
の
上
）
 

京
成
成
田
線
 

J
C
で
構
築
さ
れ
た
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
発
展
を
祈
念
し
て

…
【
コ
タ
】
 
雲
の
上
は
快
晴
に
違
い
な
い
！
【
潮
呑
】
 

どれも新年の意気込
みが感じられる素晴
らしい句じゃのぉ。 
応募してくれたみな
さんに感謝じゃ！ 

さ
ん
ざ
ん
O
A
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
が
、
実
は
海
外
の
購
読
誌
や

A
P
C
の
あ
る
O
A
雑
誌
に
論
文
が
受
理
さ
れ
た
経
験
は
未
だ
あ
り
ま
せ

ん
（
汗
）
 

今
年
こ
そ
は
出
し
て
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
載
せ
た
い
。
そ
の
場
合
、
染
ま
る
の
は

紺
で
は
な
く
黄
か
緑
か
も
で
す
が
。
 
 



2014年 大予想！ 
DRF アドバイザーの方々に， 

機関リポジトリや学術情報流通が 
2014年にどうなるか， 
予想してもらいました。 

機関リポジトリ，次の10年   
 最近，高等教育の世界はMoocsの話題で盛り上がっているように思われる。
Moocsの起源は大学の公開講座まで行き着くであろう。また，大学の学術研究
の成果公開を担う大学出版会には，機関リポジトリの役割と重なる部分がある
といえよう。公開講座にせよ大学出版会にせよ，その目的は大学の知識の開放
である。 

 千葉大学のCURATOR（2003年5月試験公開）を嚆矢とする，日本における機関リポジトリはこの10
年で急速な発展を遂げた。機関リポジトリの設置数は282，機関数は394，コンテンツ数は122万件，年
間アクセス件数は8,303万件である。数値からみれば，我が国は世界有数のリポジトリ大国といって過言
ではない。 
 しかし，我が国の機関リポジトリは実際のところ解決すべき多くの課題を抱えている。機関リポジト
リの次の10年を目指し，改めてオープンアクセスを視座とし，大学の教育研究成果の発信による大学の
知識の開放に向けた取り組みが求められている。新春に当たり，皆様の積極的な参加と発言をお願いし
たい。              加藤 信哉（筑波大学附属図書館・機関リポジトリ推進委員会委員長） 

 先月号の2013年DRF10大ニュースでも紹介された，博士論文のインターネット公
開義務化なども手伝って，今後，ますます多くの大学で機関リポジトリが運用される
と思います。昨年10月1日に試行運用を開始した本学も，そのうちの1つでしょう。 
 リポジトリ構築にあたり，後発大学の利を活かし，DRFをはじめ，先駆的に携わっ
てきた機関，担当者のみなさまが蓄積してきた情報を活用できました。この場を借り
てお礼申し上げます。一方で，リポジトリ初心者にとってはハードルが高い部分があ
ることもあらためて実感しました。本学では，映像コンテンツのアーカイブ，発信を
視野に入れたこともあり，DSpaceを採用しましたが，採用に至るまでの技術仕様の 
検討，さらにメタデータ・エレメントの検討などにおいて，それを感じたところです（その意味で
は，JAIRO Cloudという選択肢があることは，大きな意義があります）。 
 2014年は，リポジトリにかかわる機関，人がますます多様になることが予想されます。研修や
セミナー，シンポジウムの開催をはじめ，リポジトリ・コミュニティの活動が一層求められる年に
なりそうです。                        小山 憲司（日本大学文理学部） 

成長と混沌 

【成長】 学術雑誌論文のオープンアクセス率，OA（メガ）ジャーナルのタイトル数，
機関リポジトリ設置数については，来年も日本および世界レベルで，減少することはな
く着実に増加し続けると思います。もしかしたら，日本でも科研費関係で義務化の動き
があるのかもしれません。 
【混沌】 一方で，Beallリストに収録されるお金儲けが目的のOAジャーナルが増加し，
投稿を呼びかけるスパムメールとだまされる研究者も増えるかもしれません。政策関係 

では，イギリスのフィンチ・レポートを巡る動向を見る限り，公的助成を受けた研究成果のOA化を機関
リポジトリ，APC ，あるいは他の方法にするのか，イギリスを含めて世界各国で一悶着ありそうです。 
 とある調査に寄せられた研究者のOAジャーナルへのコメントを読む限りでは，研究者は混沌とした状
態にいると思います。この点において，図書館（員）の活躍が見られると良いと思います。 

just my two cents, 三根 慎二（三重大学人文学部） 

http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?plugin=attach&refer=%E6%9C%88%E5%88%8ADRF&openfile=DRFmonthly_47.pdf
http://www.openaccesspublishing.org/
http://www.doaj.org/
http://opendoar.org/
https://twitter.com/SHUTOmakoto/status/384774336143306752
http://scholarlyoa.com/individual-journals/
http://www.researchinfonet.org/finch/
http://www.nii.ac.jp/sparc/apc/
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 ジェフリー・ベルに何が起こったのか？ What happened to Jeffrey Beall? 

Facebookやってます。 
http://www.facebook.com/DigitalRepositoryFederation 
 
月刊DRF読者アンケート受付中！ 
http://drf.lib.hokudai.ac.jp/gekkandrf_inq.html 

 この連載の第1回でもご紹介したハゲタカOA出
版社リストで有名なコロラド大学デンバー校の図書
館員ジェフリー・ベルの言動が最近また物議をかも
している。きっかけとなったのは彼が”tripleC: 
Communication, Capitalism & Critique”という
OA誌に発表した論文である。「オープンアクセス
運動は実はオープンアクセスに関係ない(The 
Open-Access Movement is Not Really about 
Open Access)」というタイトルで，現在のOA運
動は自分たちと意見を異にする出版社の言論の自由
を否定し，研究者たちに不当な義務を課し，質の低
いOA誌で論文を発表するよう圧力をかけている，
といった極めて攻撃的な内容となっている。もとも
と金儲け主義の怪しいOA出版社を厳しく告発して
きた人なので，ゴールドOAの弱点を指摘するのは
うなずけるのだが，意外なのはグリーンOAも含め
てOA運動全体を非難していることである。 
 例によってスティーヴン・ハーナッドがGOAL
メーリングリスト上でさっそく取り上げ，一斉に驚
きと反発の声が上がることとなる。本当にベルが書
いたのかという疑問も投げかけられるが，これに対
しては本人が，書いたのは確かに自分だと名乗り出
ている。いずれにせよ，この論文で展開されている
主張は上記のようにいささか被害妄想的で，特にグ
リーンOAの義務化に関しては「オーウェル的」と
いった全体主義管理社会を示すレッテルまで貼り付
けている。客観的な根拠に基づいているとは到底言
えない。 
 ハーナッドはベルが陰謀論に毒されていると，批
判と言うより，むしろ憐れみの風情だし，ジャン＝
クロード・ゲドンに至っては，誰か酸素を持ってこ

い（デンバーは高地にある），と痛烈にからかって
いる。皮肉なのは，これもメーリングリスト上で指
摘されていることだが，OAを批判するのにOA誌を
利用していることである。 
 ただし，この”tripleC”誌は査読付きということ
になっているが，この論文は査読のない議論のコー
ナーに掲載されている。その点では，最初から実証
的な研究論文ではなく単なる意見表明として発表さ
れたものなので，多少過激なことが書いてあっても
非難される筋合いはないと言えるかもしれない。 
 しかし，今回のベルの言動はやはりおかしいので
ある。別人のでっち上げではないかと誤解されるほ
どひっそりと発表し，後から名乗り出ているのも変
だが，その後のやり取りでも，「このメーリングリ
ストの多くのメンバーが，ハーナッドが活動してい
ない他のリストに議論を移そうとしている，彼らは
ハーナッド一派の個人攻撃や弁論にうんざりしてい
るのだ」といった発言をし，管理人のリチャード・
ポインダーから警告を受けている。もちろん，個人
攻撃をしているのはベルの方だとして。 
 強い意志がなくてはできない仕事をしている人だ
と思っていたのだが，彼もまたネットに潜む魔物に
取りつかれてしまったのだろうか。 
 
 
栗山正光 
首都大学東京学術情報基盤センター教授 
デジタルリポジトリ連合アドバイザー 
【ReaD & Researchmap】 
 http://researchmap.jp/read0195462 
 

必見！ 
 博士論文公開事例・Q&A ほか 

http://www.facebook.com/DigitalRepositoryFederation
http://drf.lib.hokudai.ac.jp/gekkandrf_inq.html
http://drf.lib.hokudai.ac.jp/gekkandrf_inq.html
http://scholarlyoa.com/publishers/
http://scholarlyoa.com/publishers/
http://scholarlyoa.com/about/
http://triplec.at/index.php/tripleC/article/view/525/514
http://mailman.ecs.soton.ac.uk/pipermail/goal/2013-December/002419.html
http://mailman.ecs.soton.ac.uk/pipermail/goal/2013-December/002419.html
http://mailman.ecs.soton.ac.uk/pipermail/goal/2013-December/002432.html
http://mailman.ecs.soton.ac.uk/pipermail/goal/2013-December/002432.html
http://mailman.ecs.soton.ac.uk/pipermail/goal/2013-December/002476.html
http://mailman.ecs.soton.ac.uk/pipermail/goal/2013-December/002477.html
http://researchmap.jp/read0195462
http://researchmap.jp/read0195462
http://researchmap.jp/read0195462
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